
平成12年度環境月間施設一般公開

” 国 立 環 境 研 究 所 へ よ う こ そ ”

平成１２年 ６月１０日（土） １０：００～１６：００日 時

（受付終了１５：００）

公開施設等

①ビデオ放映「より良い環境を求めて」 (中会議室)

②環境情報センター (a)ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀ紹介 (ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室前廊下)

③ 〃 (b)WWWサーバ(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ)紹介

④ 〃 (c)環境情報提供ｼ ｽ ﾃ ﾑ紹介

⑤ 〃 (d)発行物紹介、年報・ﾆｭｰｽの配布

⑥地球環境研究センター モニタリング事業の紹介 (大山ﾎｰﾙ・中会議室前)

⑦ 〃 オゾン層観測システム

⑧ILAS/ILAS-Ⅱ(人工衛星搭載ｵｿﾞﾝ層観測ｾﾝｻｰ)紹介

⑨人工衛星NOAAデータ受信システム紹介

⑩エコビークル（電気自動車） （玄関前）

（研究トロン）

⑪大 気 反 応 チ ャ ン バ ー

⑫化学物質管理区域（ダイオキシン）

⑬植物Ⅱ棟(自然環境シミュレータ)

⑭環境遺伝子工学実験棟

⑮水生生物実験棟（汚水処理・環境ホルモン）

☆⑬植物Ⅱ棟に於いて”ペチュニアの苗”を配布致します。

見 学 方 式 ○ 上記公開施設を案内表示に従い自由に観覧して下さい。

○ 写真撮影は制限ありませんので、ご自由にどうぞ。但し

非公開施設への立入り及び実験機器等に触れることなど

の行為は堅くお断りいたします。

問合わせ先 ○ 茨城県つくば市小野川１６－２

国立環境研究所総務部総務課 TEL0298-50-2318(直)



国立環境研究所バス時刻表（第２土曜日）

ひたち野うしく駅 国立環境研究所 つくば つくば 国立環境研究所 ひたち野うしく駅ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ

９：０５ ９：１６ ９：２８ ９：２０ ９：２９ ９：４３

９：３０ ９：４１ ９：５３ ９：４０ ９：４９ １０：０３

９：５５ １０：０６ １０：１８ １０：０５ １０：１４ １０：２３

１０：１５ １０：２６ １０：３８ １０：３０ １０：３９ １０：５３

１０：３５ １０：４６ １０：５８ １０：５０ １０：５９ １１：１３

１１：００ １１：１１ １１：２３ １１：１０ １１：１９ １１：３３

１１：２５ １１：３６ １１：４８ １１：３５ １１：４４ １１：５８

１１：４５ １１：５６ １２：０８ １２：００ １２：０９ １２：２３

１２：１０ １２：２１ １２：３３ １２：３０ １２：３９ １２：５３

１２：３０ １２：４１ １２：５３ １３：００ １３：０９ １３：２３

１３：００ １３：１１ １３：２３ １３：３０ １３：３９ １３：５３

１３：３０ １３：４１ １３：５３ １３：５０ １３：５９ １４：１３

１４：０５ １４：１６ １４：２８ １４：０５ １４：１４ １４：２８

１４：２５ １４：３６ １４：４８ １４：３０ １４：３９ １４：５３

１４：４５ １４：５６ １５：０８ １４：５５ １５：０４ １５：１８

１５：１０ １５：２１ １５：３３ １５：２５ １５：３４ １５：４８

１５：２５ １５：３６ １５：４８ １５：５０ １５：５９ １６：１３

１６：００ １６：１１ １６：２３ １６：１５ １６：２４ １６：３８

１６：２５ １６：３６ １６：４８ １６：３０ １６：３９ １６：５３



”環境研究のいろいろ”
（各施設等では、こんな研究を実施しています。）

⑥地球環境研究センターでは、

・地球環境の現状を診断するために、 などについて地球温暖化やオゾン層破壊

さまざまなモニタリング事業を行っています。

⑧ＩＬＡＳ／ＩＬＡＳ－ とは、Ⅱ

・人工衛星から地球を観測し、 し、オゾンホールの高度ごとのオゾン濃度を解析

解明を行っています。(ILAS/ILAS- )Ⅱは、人工衛星に搭載したセンサーの名前です。

⑨人工衛星NOAAデータ受信システムとは、

アジアの植生分布を解析したり、渡り鳥の移動を追跡・人工衛星NOAAを使って、

しています。

⑩エコビークルは、

・国立環境研究所が開発した です。最高時速１４０Kmも出ます。純粋たる電気自動車

運転免許をお持ちの方は、 です。試乗可能

⑪大気反応チャンバーでは、

・以前、光化学スモッグのメカニズムを研究していた大型装置を利用して、今は

を実施しています。大気の環境を再現し、オゾン層の研究

⑫化学物質管理区域では、

・ について、研究を行っています。ダイオキシンが人間や生物へ及ぼす影響

⑬植物Ⅱ棟では、

・ を調べると共に、 を行って環境変化による植物への影響 環境に順応した植物の開発

います。

・ を行っています。森林破壊や砂漠化の現象解明

⑭環境遺伝子工学実験棟では、

・ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰを活用した、 を行っています。環境浄化のための微生物の開発

・ を研究しています。遺伝子組換え植物の生態系へ及ぼす影響

・遺伝子組換えによって、 を行っています。環境指標となる動物(魚)の開発研究

・ を避けるために、種が絶滅にいたるメカニズムを研究しています。野生生物の絶滅

⑮水生生物実験棟では、

・水生生物を利用した、より を行っています。効果的な水質浄化の研究開発

・ についての研究を行っています。農薬が水生生物に及ぼす影響(環境ホルモン)


